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・
筆
者
の
携
帯
に

一
本
の
国
際
電
話
が
あ

っ
た
。
流
暢
な
英
語
で

「韓
国
政
府
要
人
か
ら
い
世
界
水
ビ
ジ

ネ
ス
を
話
せ
る
人
を
探
す
よ
ナ
に
依
頼
さ
れ
て
い
る
が
ず
貴
君
を
推
薦
し
て
良
い
か
卜
　
全
て
の
費
用
は

韓
国
側
で
す
べ
て
持
つ
」
ど
¨
も
ち
ろ
ん
二
つ
返
事
で
Ｙ
Ｅ
Ｓ
ｉ
電
話
を
掛
け
て
き
た
の
は
世
界
的
に
有

名
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
か
ら
で
あ

つ
た
ｆ
ぞ
れ
に
し
て
も
筆
者
の
携
帯
番
号
を
‐
ど
う
や

つ
て
調
べ
た

の
か
な
と
疑
間
が
残
つ
た
「　
　
　
　
　
　
　
　
一

翌
ｉ
、
主
催
団
体
の

「韓
国
経
営
者
協
会
」
か
ら
詳
細
な
る
電
子
メ
ト
ル
が
来
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

「第
二
十
五
回

一
全
国
最
高
経
営
者
会
議
■
を
二
丹
十
五
詐
か
ら
十
七
計
ま
で
ゾ
ウ
ル
市
で
行
う
。
一
筆
者

に
要
請
さ
れ
た
講
演
タ
イ
ド
ル
は
一「世
界
水
戦
争
が
始
ま

っ
た
■
で
一
時
間
の
講
演
で
あ
る
―
‐‐
‥
依
頼
主
は

韓
国
経
営
者
協
会
人
Ｋ
Ｅ
Ｆ
）
で
い
そ
の
設
立
は
一
九
七
〇
年
、
総
会
員
数
四
千
社
を
超
え
る
巨
大
な
る

政
治
力
を
持

っ
た
組
織
で
あ
る
。
（Ｉ
本
の
経
団
連
は
千
六
百
三
社

・
団
体
が
加
入
）
Ｋ
Ｅ
Ｆ
の
設
立
主

旨
に
は
、
①
産
業
間
違‐
場
の
促
遺
、
②
雇
驚
の
創
出
、
③
海
外
企
業
の
韓
国
へ
の
投
資
機
会
の
促
進
、
④

公
平
な
る
社
会
の
実
現
ず
企
業
の
社
会
的
責‐
任
の
確
立
な
ど
が
一述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ボ
ー
ド
メ
ン
パ
■
も

凄
い
い
サ
ム
ス
レ
、
Ｌ
Ｇ
電
子
ず
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
・０

（韓
個
撮

‐大

‐の
以
綱
メ
ー
カ
ー
）
、
斗
山
重
工
業
、
Ｓ
Ｔ

Ｘ
重
工
業
共
Ｋ
Ｅ
Ｆ
会
長
）、
Ｓ
Ｋ
化
学
、
Ｋ
Ｔ

（韓
国
最
大
の
通
信
事
．業
Ｙ
な
ど
世

‐
界
に
冠
な
ケ
韓‐
国

企
業
の
オ
■
ナ
■
や
会
長
―
社
長
が
オ
ン
パ
レ
■
ド
で
あ
る
０
　

一
　

一
　

一一
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一
・
一　
　
　
．
一

■
二
月
十
五
―日
瀦
田
空
港
か
ら

，
ウ
ル
金
浦
空
港
に
向
か

，
ず
金
浦
空
港
で
ネ
ー
ム
ガ
ー
ド
を
掲
げ
た
係

員
之
合
流
、
空
港
出
日
に
横
付
対
塔
・れ
た
黒
塗
り
の
リ
ム
ツ
ン
に
乗
つ
込
み
ず
会
場
の
ソ
ウ
ル
朝
鮮
ホ
テ

ル
に
向
か
う
。
ホ
テ
ル
到
着
後
す
ぐ
に
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
が
、
部
屋
の
中
に
部
屋
が
あ
る
ス
イ
ト
■
ル

ー
ム
ヽ
テ
・■
ブ
ル
に
は
主
催
者
の
カ
ト
ド
入
リ
ア
ル
ト
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
置
か
れ
で
い
た
ｆ
案
内
し
で
ぐ

れ
た
ボ
■
イ
か
ら
は
■
ホ
テ
ル
内
の
食
事
、一
飲
み
物
は
全
て
主
催
者
の
負
担
で
す
か
ら
ず
ホ
テ
ル
ラ
イ‐
フ

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」
と
間
か
さ
れ
た
ず
な
る
ほ
ど
い
こ
う
や

―っ
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
日
本
人
を
手
な

ず
け
て
き
た
の
か
、
筆
者
―も‐彼
ら
の
手
日
を
楽
し
む
こ
と
に
し
た
「
　

一　
　
　
　
　
　
・一　
　
一

韓
国

■
第
二
十
二
回
全
国
最
高
経
営
者
セ
ミ
・ナ
■

午
後
か
ら
セ
ミ
ナ
■
開
催
い
主
催
者
の
挨
拶
の
あ
と
、
金
首
相
が
演
説
。
私
・は

フ先
丹
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
で
開
催
さ
れ
た

「世
界
未
来
エ
ネ
ル
ギ
ー‐
サ
ミ
ッ
ト
」
に
参
加
し
、
韓
国
の
再
生
一可
能
三
ネ
ル
ギ
ー
の

先
端
技
術
を
世
界
に
発
信
ｔ
て
き
た
ｆ
今
Ｌ
お
集
ま
ウ
の
企
業
家
諸
君
と
力
を
合
わ
せ
、
我
が
韓
国
の
先

よ
し
む
ら

士口
暑管

か
ず
な
り

和
就

つ
０ 30
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一は
い
つ
も
の
よ
う
に
■
ツ
プ
が
苺
い
る
経

‐済
外
佼
を

展
開
↓
中
国
石
油
化
工
集
団
共
シ
ノ
ペ
ッ
ク
Ｙ
や
多
数
の
企
業
人
を
同
行
さ
せ
サ
ウ
ジ
に
石
油
精
製
工
場

の
建
設
の
約
束
●
ま
た
四
十
五
百
五
十
万
■
ン
の
石
油
輸
入
を
約
束
し
て
い
る
。
世
界
各
国
か
ら
首
相
級

が
参
加
し
て
い
る
こ
の
サ
ミ

，
卜
、
で
は
日
本
か
ら
こ
の
重
要
な
■
ネ
ル
ギ
ー
サ
ミ
ツ
ト
に
誰
が
参
加
ｔ

た
の
か
、
経
済
産
業
省
の
柳
沢
政
務
官
が
参
加
し
た
の
み
で
あ
る
――。
原
発
事
故
の
あ
と
、　
エ
ネ
ル
ギ
■
確

保
が
国
の
最
重
要
課
題
で
あ‐
る
日
本
国
の
感
度
の
低
さ
を
露
呈
し
で
い
る
ず
も
ち
ろ
‐ん
サ
ミ

，
卜
に
先
立

ち

一
月
十
二
酵
か
ら
十
五

―日
に
か
け
玄
葉
外
相
が
ず
サ
ウ
ジ
や
カ
タ
■
ル
●
Ｕ
Ａ
Ｅ
を
訪
問
し
た
が
存
在

感
が
な
か
っ
た
「
な
ぜ
な
ら
中
国
や
韓
国
は
首
相
自
ち
今
回
の
サ
ミ

ツ
ート‐―
を
通
じ
多
ぐ
の
産
油
国
の
国
王

や
王
子
ど
直
接
面
談
し
ず
自
圏
の
一エ
ネ
ル
ギ
ー‐確
保
を
約
束
さ
せ
て
い
る
か
ら
だ
。
話
を
セ
ミ
ナ
■
に
戻

そ
，
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・今
駐
み
提
征
関
こ
セ
き
ナ
ー
で
紹
介
さ‐
れ
た
の
――ま‐（
微
生
物
工
学

，
ソ
■
テ
■
パ
ワ
■
、
バ
イ
オ
デ
グ

一ノ
Ｆ
ジ
ー‐
、
モ
バ
ィ
ル
デ
ク
ブ
ロ
ジ
■
い
そ
れ
に
水

全
国
か
ら
参‐
集
し
一た
経
営
者
や
オ
ー
ナ
■
企
業
主
な

一
筆‐者
の
一
世
射
水‐戦‐
午
た
肝
．ま
つ‐‐な
」
一
は

，
世

国
の
オ‐
ガ
テ
ラ
滞
水
層
め
枯
湯
問
題
「
さ
ら
に
今
日

の
戦
略
、
一水
メ
ジ
ャ
■
や
巨
大
企
業
人
Ｇ
Ｅ
一
Ｉ
Ｂ

れ
で
し‐、
る
水
災
害

（東
日
本
大
震
災
被
害
や
原
発
事

東‐
日‐本
大
震
■
に
関
し
て
説
明
し
た
後
に

，
筆
者

①
狂
災‐
ょ
後
一
卜
十
二‐”
に
韓
国
０
救
肛
陵
六
百
二

■
に
入
■
活
動
ｔ
た
で
瓦
礫
の―・
か
ら
の
救
機
は
七

．
針
に
虐
謝
‐し
一
い
な
■
　
　
・●

一●
一
●

・一　
一

②
ｉ
一
十
一
一
卜
ち
個
■
■
た
日
一
で
一
、一韓
国
が

■
え
た
０
■
一

一
一　
．　
●
・
　

・　
・
一
一一
　
　
●

③
韓
流
ス
タ
ト
の
Ｌ
ぺ
「
ョ
ン
ジ
一
ン
、
キ
ム
●
ｔ

一
災
地
や
仙
合
に
入
．，
ボ
ラ
ン
テ
■
ァ
活
‐動

を
展
開

以
上
の
三
点
に
よ
ヶ
■
日
本
国
民
は
韓
国
の
皆
さ
ん

一
ま
た
「
政
府
間
の
間
‐題

は
色
●
あ
．る
が
ず
私
は
日‐

の
皆
ざ
ん
に
深
ぐ
感
謝
い
た
し
ま
す
■
と
締
め
ぐ
く

っ
払ヽ
“一一　
・一一・　一　　・一・・　　　　・　
一一一・　一一　・一一　
・一一　　　一
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々

つ
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つ
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韓
国
経
営
者
ト
ッ
プ
の
姿
勢

講
演

が
終
わ

，

コ
■
ヒ
ト
ブ
レ

イ
ク
タ
イ

ム
ず
大

・

勢

の
経
営
者

が
本
生

に
寄
ち
て
・来

で
質
問
攻
め
。

・地
一

球
温
暖
化
が
進

む
と
ア
ジ
ア
の
水
は
ど

，
な
る
い
海

一

水
淡
水
化
一ビ
ジ
ネ

ス

の
問
題
点

は
、
一
イ

ン
ド

の
水
市

場
は
ど
う

か
■
一
な
ど

で
あ
る
が
、
全

て
の
経
営
者

一

は
英
語

で
質
問
し

て
く

る
ゃ
ま
さ

に
キ

ム
チ
パ

ヮ
■

で
次

夕
と
質
問
攻
．め
で

あ

る
「
新
し
い

ゼ
ジ

ネ

ス
の
一

ネ

タ
に
対
し

て
経
営

■

ン
プ

が
自
分
の
言
葉

で
直
接

情
報
収
集
す

る
積
極

的
な
行
動
力
が
感
じ
ら
れ
た
¨

・

・や
は
り
外
●
■

パ
ル
な

ビ
ジ
ネ
ズ

を
展
．開
し

で
い
・

る
韓
．国

の

―‐
ト

ッ
プ
で

あ

る
。

こ
の
前
向
き
な
行
動
力
一

が
韓
国
企
業

の
強
み
で
あ
る

こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ

た
。
壇
上

で
協
会
幹
部
ど
記
念
撮
影
ｔ
た

が
、

こ
の

壇
上

に
上
が

っ
た
経
営
者

の
売

ヶ
上
げ
を
合
計
す

る
・

ど
韓
国
経
済

の
■
割
位

に
相
当
す

る
と
聞

か
さ
れ
た
、

キ

ム
チ
パ
ワ
ー

の
凄
さ

で
あ
る
。
一　

・●
　
一一
一
　

一

韓
日
経
済
の
行
方

・筆
者
が
国
連
Ｎ
Ｙ
本
部
に
勤
務
ｔ
で
い
た
頃
、
世
界
の
外
交
筋
か
ら
■
本

‐―ょＬ
ア
ツ
ア
の
Ａ
Ｔ

‐‐Ｍ

（現
一

伊
自‐‐‐動‐
預
払
‐機
ご

．ど
呼
ば
れ
で
ド
だ
。
一″‐日‐本
を‐‐一■
ぐ
ど
―
‐‐，

く
一
仝
が
一一
■
く
る
・

‐
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卿癬「膨「‐込‐場４・

‐管‐不
嘲
一

‐で な
」

獄‐‐と‐
詢

‐見‐金い
申
い
は
一

・“
間‐逃
“
舞
日
〓
疇

．
‐経■
が
疲
排
す
‐‐る
朝
え
で

‐ある
ず
ｔ
か
ｔ
ｉ
Ｍ
．ｆ
一

叩
き‐‐争
け
の
男
０
み
る‐李‐‐
明
博‐‐大
統
領
を

．迎
え
、
急
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